
 

幌延町立幌延中学校 

 

・体力向上プラン 

・実践概要 
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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
・運動についての関心は高く、スポーツや運動をすることに肯定的にとらえている生徒が多い。 

 

 

 

 

 

【スポーツや運動は好き 中２男子】     【スポーツや運動は好き 中２女子】 

・朝食、睡眠時間、メディア時間の分布は全国平均と同様である。 

 

 

 

 

 

【中２男子 睡眠時間】         【中２女子 メディア時間】 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・自分の生活習慣を改善するための自己 

調整能力を育成する。 

・運動の楽しさに触れ、苦手意識があっ

ても運動に取り組む生徒を育成する。 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・朝食、睡眠時間、メディア時間の

分布は全国平均と同様であるが、

生徒によっては、メディア時間

（１日５時間以上）、睡眠時間（６

時間未満）の改善が必要である。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・筋力（上体起こし、立ち幅跳び）、

筋持久力・走力（50ｍ走、20mシャ

トルラン）、巧緻性（ハンドボール

投げ）は全国、全道平均と比較する

と低い。 

 

 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標
の達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・どさんこ元気アップチャレンジ（30 秒かけ 

足跳び）の前期、後期の数値の比較 
 
 

【成果指標】 
・最終評価（２月）に後期の記録が前期の記 

録を更新する。 
（数値目標：達成者の割合 100％） 
 
・ 
 
【評価結果】 
・中間評価（９月） 
 毎回の取組で、多くの生徒が前時の記録を

更新した。 
・最終評価（２月） 
 51 人中、40 名が前期（９月）の記録を越え

た。（成果指数の達成率 78％） 

１ 多様な運動に親しむことができる「幌中アップ」の実施 

  授業の導入時の３分程度を活用して、生徒が自身の課題に応じた運動に楽しく 

 取り組むとともに、学習の単元や体力テストの強化項目に合わせた運動を設定 

することで、継続的な活動をしながら成長を実感させる。 

２ 深い学びのために科学的根拠の視覚化や説明の工夫 

  運動や単元の特性に合わせて、数値や映像を用いて科学的な根拠を説明するこ 

とで、感覚的・一時的な｢できた｣｢わかった｣から｢できる｣｢わかる｣につなげる。 

３ 体力テスト結果の掲示と保護者への通知 

北海道、全国と比較することで自分の体力を客観的に把握する。また、保護者 

に結果を配付することで、家庭との連携や協力を得る。 

・今年度の新体力テストの結果に基づき、保健体育授業の改善及び家庭と連携した望ましい生活習慣の

定着へ向けた取組を充実させる。 

・年度の早い段階で家庭への情報提供を行い、協力体制の構築を図る。 

 

令和５年度 幌延町立幌延中学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・多様な運動を行う機会を設定し、バラン 

スのよい体力・運動能力の向上を図る。 

・体育授業の中で自分の成長を実感し、主 

体的に運動に取り組む生徒を育成する。 

 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
①生徒向けビジネス手帳に生活リズムを記録 

教育相談の実施 
②生徒アンケートの実施 
 
 
【成果指標】 
・生活習慣の振り返りの記入 100％ 
・友達との学習で「できた」「わかった」の
「いつもある」「だいたいある」の割合が 

100％ 
 

【評価結果】 
・中間評価（６月） 
 教育相談や健康指導（食生活、生活習慣）を 

実施した。 
・最終評価（２月） 
 生活習慣の振り返りの記入率 100％ 

友達との学習で「できた」「わかった」と肯 
定的に回答した男子生徒 87% 女子生徒 90％ 

 

【取組指標】 
１ 毎時間実施 
 
 
 
２ 単元や授業 

内容に合わせ 
て実施 

 
 
３ 掲示は取組 

後に、配付は 
年度末に実施 
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7.全く見ない



幌延町立幌延中学校
目指す子どもの姿

全校生徒数 52名（男子27名 女子25名）

教職員数 19名

全ての児童生徒が楽しく、意欲的に取り組むことができる授業づくり

持続可能な社会の創り手となる子ども
・主体的に物事を考えられる生徒 ・自他を大切にする生徒 ・多様な人と協働できる生徒

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

単元の「導入」場面における指導の手立て 「知識及び技能」の活用の場面における指導の手立て「知識及び技能」の習得の場面における指導の手立て

・単元全体の流れ、習得する資質・能力、授業展開の説明

→イメージの共有

・単元につながる補助運動、リズム運動の導入

→技能習得、体力向上へのつながり

【オリジナルリズム運動の様子】

・ICT機器、クラウドサービスの効果的活用

→動作を視覚化し、技能の振り返りが容易に！

→ポイントを押さえた技能のまとめが可能に！

【実際の生徒の個人分析より】

・ICT機器、クラウドサービスの日常的な活用

→自分や他者との比較及び動きの確認！

→技能の変化や自らの考えを整理したまとめに活用！

【実際の生徒の比較分析より】

・導入時の明確な課題の説明と課題に合わせた授業を展開する。

・課題と相対したまとめの方法を工夫する。（chromebookの活用）

・年度当初に評価の観点、年間計画を説明し共有を図る。（右図）



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

生徒の運動への関心を高めるために 運動に取り組む機会を確保するために

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

① 単元の後半に合同体育の実施

→仲間と協力して競う楽しさ、異学年交流による気付きや発見、配慮

② 体力テストに関わる掲示物、分析

→全国や全道との比較、上位者のランキング、自己分析シートの保護者配付

③ どさんこ元気アップチャレンジへの取組と学校独自の取組（ポスター掲示）

①合同体育の様子 ②体力 テ ス ト 掲 示 物 ③掲示 ポ ス タ ー

① 年間計画に組み込んだ多様な体育行事

→体育大会、水泳授業、町民マラソン大会への参加、スキー授業

② 生徒会や委員会企画の異学年交流スポーツイベントの設定

→昼休みや放課後を利用したドッヂボール大会、アルティメット大会の企画

③ ニュースポーツへの取組

→アルティメット、外部人材の活用A-Bank北海道（ダブルダッチ）

①町民マラソン大会の様子 ②生徒会企画イベントの様子 ③アルティメットの様子

生徒質問紙より
「体力テストの結果や体力・運動能力の向上について、自分なりの目標を立てている」

授業中に体力テストの目標の設定する時間を確保しても、生徒にとっては目標設定した

「つもり」で終わることが多いことが分かる。そのため、体力テストの振り返りや課題発見、

具体的な数値目標などのサイクルを確立させる。
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